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同窓会幹事および活性化WG名簿
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卒業年代 学内関係（25名） 学外関係（24名）

1970~1979 堀洋一78 小粥幹夫70、広瀬啓吉72、菊池和朗74、
新谷洋一75、渡部直也75、畠山靖彦76

1980~1989 相田仁80、中野義昭82、松橋隆治85、古関隆章86、
山下真司88、田畑仁88教

江村克己80、荒川薫80、濱中直樹83、
小路元85、相澤彰子85、大谷淳一86

1990~1999 根本利弘90、池田誠91、苗村健92、小野亮95、
河野崇96教、山崎俊彦99

岡本裕介90、三浦剛志91、宝珠山治91、
大谷朋広92、國頭吾郎95、諏訪啓96、
今村祐介98、大西亮吉99、川田雅人99

2000~2009 大矢忍00、野村政宏00教、種村拓夫01

2010~
学生メンバー

成末義哲12、秦佑介16、栗本健有17、大塚麻以17、
林拓巳18、中村信18、宮里俊太郎19、宗像佑弥19、
石野燿久20、野口尚晃20

松井勇祐11、西田祐木12、嶋紘之15、
樋口海里15、

事務局 南佳子

氏名右の数字：卒業年西暦下2桁

庶務幹事 古関隆章86

会計幹事 種村拓夫01

会報幹事 野村政宏00教員

名簿幹事 大矢忍00

◇同窓会幹事（４）

◇活性化WG（４９）



同窓会活動のスコープ
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総 会

理事会

評議員会

事務局

総会イベント 懇親会 Web名簿(＋紙版)

Webサイト(＋縮約版)
会員Web
ｻｰﾋﾞｽ

活性化WG

学生活動
支援基金

＜サービス階層＞

＜コア階層＞

レベル１

＜コニュニティ階層＞

レベル２

対象：同窓会員

会則

クラス195X

クラス196X

クラス197X

クラス199X

クラス200X

クラス201X

地域の会

企業の会

同窓会の運営組織

会員に提供する各種サービス

会員が主催する集まり

世代縦断的
交流の場

世代間の繋がり醸成

学部生の
活動支援

同窓会幹事

定常的活動：

新企画型活動：



活動概要

 新企画型活動（活性化WG）

 総会イベント（講演会、パネル）の企画・実施

 学部学生の活動支援（主に五月祭支援）

 その他新企画の提案

 定常的活動（同窓会幹事）

 WebサイトによるWeb会報
 加えて、紙ベースのWeb縮約版発行（毎年）

 Webサービスによるオンライン名簿
 加えて、紙ベースの名簿発行（隔年毎）

 会計、組織運営
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昨年度の状況：新企画型活動
ー総会イベントの企画・実施ー

 講演会
 講演会「なぜ、いまバーチャルリアリティなのか？」
（東大苗村健氏/畑田裕二氏、
ｼﾞｮﾘｰｸﾞｯﾄﾞ上路健介氏、 Oculus白鳥貴亮氏）

 総会
 60周年記念：原島先生の講演および「同窓会
に名前をつけよう」プロジェクトの発足

 2016年度事業報告、会報（Web縮約版）の作
成、次年度事業計画、役員交代、活性化WG
報告、学部生より五月祭報告など

 懇親会

 講演会の続きとしてリラックスしたパネル討論
後、懇親会が和やかに開催される

5



昨年度の状況：新企画型活動
－学部学生への活動支援ー

 電気系特別展示「近未来体験2018」
 4年生、3年生で実行委員会を構成

 例年通り同窓会会員が寄付支援

 その結果

 今年も、駒場生他に電気系の魅力をア
ピール

 五月祭の学術文化展示部門で３位（優
勝：医学部、２位：レゴ部）

 駒場からの進学振り分けで、2011年よ
り支援効果が見られたが、このところ電
気電子の一次志望者数は〇〇傾向
＜参考１，２＞
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昨年度活動：定常的活動

 WebサイトによるWeb会報

 年間アクセス数：21,896 （60回／日） ＜参考３を参照＞

 Web縮約版を発行 詳細は会報幹事から報告

 Webサービスによるオンライン名簿

 会員サービスサイトログイン実績

 データ修正

 紙ベースの発行無し 詳細は名簿幹事から報告

 会計、組織運営
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今年度の計画：新企画型活動

 2018年総会・イベントの企画・実施
 講演会テーマ案：「ブロックチェーンの長い歴史と最新動向」

 松浦幹太氏（東大）、宮前剛氏（富士通研）、渡辺太郎(デジタルガレージ)

 スマートホンの実体験・講習会（NPO法人シニアSOHO世田谷）
 シニア会員がスマホに親しみ、生活に活用する切っ掛けを提供

 学生活動支援（五月祭支援など）
 基金の効果的な活用方法

 継続的に活動支援ができるような仕組み

 「同窓会に名前をつけよう」プロジェクト
 これまでのアンケートや議論を踏まえて、名前を決定する
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今年度の計画：定常的活動

 WebサイトによるWeb会報
 留学生の増加を踏まえ、サイト英語化の検討を行う

 Web縮約版を発行予定

 Webサービスによるオンライン名簿
 紙ベース名簿を発行予定

 紙ベースは、委託先都合で今年度が最後となる

 名誉教授の一覧は、同窓会Webサイトに掲載する

 専攻・関連研究室の広報、発表資料作成の支援

 会計、組織運営
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進学振分けへの効果（今年の経過）

10

合計人数

電子情報
電気電子

低迷期
鳩山首相効果
（特殊事情）

五月祭支援の効果（5連覇）

新たな標語（2018）
情報を極め，物理世界に変容を
物理を極め，情報社会に変革を

電気電子急上昇



 2016年9月時点での底点（理一）

進学振分けへの効果（昨年の結果）
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五月祭支援の効果
（5連覇）

低迷期

鳩山首相効果
（特殊事情）

電子情報

電気電子



同窓会サイトの利用状況

 2017年度のアクセス数はやや減少傾向
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2017年度：
60.0ｱｸｾｽ／日

＜参考３＞


